
『先進繍像玉石雑誌』の研究─兼好伝の位相を中心に─

要　

旨

　
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
有
職
故
実
家
・
栗
原
信
充
（
一
七
九
四
〜
一
八
七

〇
）
が
著
し
た
、
肖
像
画
付
き
の
人
物
列
伝
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
正
編

は
九
巻
か
ら
な
り
、
北
畠
親
房
か
ら
藤
原
為
子
に
至
る
二
十
四
人
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
各
人
物
の
肖

像
だ
け
で
な
く
、
遺
愛
の
品
々
、
短
冊
・
色
紙
、
ゆ
か
り
の
場
所
や
合
戦
図
な
ど
の
図
版
も
豊
富
で
あ

る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
南
北
朝
時
代
の
政
治
の
激
動
に
直
接
関
与
し
た
、
貴
族
や
武
将
た
ち

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
の
中
に
、『
徒
然
草
』
の
著
者
で
あ
る
兼

好
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
主
と
し
て
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
。

　

第
一
に
、
な
ぜ
、
政
治
の
舞
台
で
こ
れ
と
い
っ
て
目
立
っ
た
役
割
を
担
っ
た
わ
け
で
も
な
い
、
文
学

者
の
兼
好
に
関
す
る
記
述
が
、
歴
史
上
著
名
な
他
の
人
物
た
ち
と
比
べ
て
も
遜
色
な
く
、
詳
し
く
書
か

れ
て
い
る
の
か
。
第
二
に
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
や
『
前
賢
故
実
』
の
よ
う

な
、
肖
像
画
付
き
人
物
伝
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
兼
好
の
紹
介
記
事
と
比
べ
て
、
栗
原
信
充
の
兼
好
に
対

す
る
人
物
評
価
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

　

第
一
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
、
創
作
的
な
兼
好
伝
（
兼
好
の
実
伝
で
は
な

く
、
虚
構
を
含
む
物
語
的
な
伝
記
）
の
蓄
積
を
、
栗
原
信
充
は
資
料
と
し
て
活
用
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
を

集
約
し
さ
ら
に
は
、
栗
原
信
充
独
自
の
実
地
調
査
に
よ
る
、
聞
き
書
き
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
第
二
の
観
点
か
ら
の
考
察
に
よ
っ
て
、
栗
原
信
充
の
兼
好
に
対
す
る
人
物
評

が
、
近
代
に
入
っ
て
以
降
、
明
治
・
大
正
期
の
兼
好
観
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。

は
じ
め
に

　
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
は
、
栗く

り

原は
ら

信の
ぶ

充み
つ

（
一
七
九
四
〜
一
八
七
〇
）
が
著
し
た
肖
像
画
付

き
の
人
物
列
伝
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
刊
行
で
あ
る
。
九
巻
か
ら
な
り
、
北
畠
親

房
か
ら
藤
原
為
子
に
い
た
る
二
十
四
人
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
物
は
、
南
北
朝

時
代
の
政
治
に
直
接
か
か
わ
っ
た
貴
族
や
武
将
た
ち
で
あ
る
が
、『
徒
然
草
』
の
著
者
で
あ
る

兼
好
も
入
っ
て
い
る
。『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
に
は
、
各
人
物
の
肖
像
だ
け
で
な
く
、
遺
愛

の
品
々
、
短
冊
・
色
紙
、
家
屋
の
平
面
図
や
広
域
地
図
な
ど
、
多
数
の
絵
図
資
料
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。
今
回
、
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
九
巻
か
ら
な
る
正
編
で
、

こ
の
他
に
続
編
も
あ
る）

1
（

。

　

栗
原
信
充
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
、
政
治
や
社
会
が
激
変
す
る
時
代

を
生
き
た
有
職
故
実
家
で
、
幕
臣
で
あ
る
。
屋
代
弘
賢
に
有
職
故
実
を
学
び
、
弘
賢
が
中
心
と

な
っ
て
編
纂
し
た
『
古
今
要
覧
稿
』
編
集
の
一
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
薩
摩
藩
の
島
津
久
光
の

知
遇
を
得
て
鹿
児
島
に
赴
き
、
久
光
に
軍
学
を
講
じ
た
り
、
当
地
で
有
職
故
実
を
教
授
し
て
弟

子
た
ち
も
育
て
た
。『
国
書
総
目
録
』
の
著
者
別
索
引
に
は
、
百
三
十
余
種
の
著
作
が
見
え
る
。

そ
れ
ら
は
武
具
・
武
鑑
・
制
度
・
陵
墓
・
寺
社
・
神
仙
方
術
・
楽
器
・
古
器
・
地
誌
・
随
筆
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

こ
の
伝
記
集
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
兼
好
に
関
す
る
絵
図
資
料
は
、

『
徒
然
草
』
研
究
史
の
中
で
、
今
ま
で
も
多
少
は
触
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
最
近
『
先
進
繍
像
玉

石
雑
誌
』
の
版
本
を
入
手
し
た
こ
と
も
あ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
数
々
の
兼
好
伝
記
の
一
例

と
し
て
研
究
す
る
次
第
で
あ
る
。
兼
好
は
、
南
北
朝
時
代
の
政
治
の
舞
台
で
特
に
目
立
つ
役
割

を
担
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
、『
太
平
記
』
や
洞
院
公
賢
の
漢
文
日
記
『
園
太
暦
』
に
わ

ず
か
に
登
場
す
る
以
外
に
は
、
種
々
の
記
録
や
歴
史
書
な
ど
に
そ
の
事
跡
が
書
か
れ
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
の
『
徒
然
草
』
人
気
に
伴
い
、
創
作
的
な
兼
好
の
伝
記
が

種
々
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
わ
た
く
し
は
、
そ
れ
ら
を
「
近
世
兼
好
伝
」

と
命
名
し
て
、
以
前
か
ら
研
究
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
『
先
進
繍

像
玉
石
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
兼
好
の
記
事
や
絵
図
資
料
が
、
ど
の
よ
う
な
位
相
を
持
つ

か
と
い
う
点
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
置
い
た
。
な
お
、『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
の
本
文
と
図

版
は
架
蔵
本
に
よ
る
が
、『
日
本
随
筆
大
成　

新
装
版
〈
第
二
期
〉
９
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成

六
年
）
の
翻
刻
版
も
適
宜
、
参
照
し
た
。

一　
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』
の
構
成
と
概
要

　

あ
る
一
人
の
人
物
の
伝
記
で
は
な
く
、
何
人
も
の
略
伝
を
集
め
た
人
物
小
伝
集
は
、
古
く
か
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ら
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
何
ら
か
の
共
通
項
を
立
て
て
人
物
伝
を
ま
と
め
る
こ
と
が
多
い
。
た

と
え
ば
、『
本
朝
神
仙
伝
』（
成
立
未
詳
、
大
江
匡
房
﹇
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
﹈
編
）
の
よ
う

な
仙
人
た
ち
の
伝
記
集
や
、『
元
亨
釈
書
』（
虎
関
師
錬
、
一
三
二
二
年
）
の
よ
う
な
高
僧
伝
、

『
女
院
小
伝
』（
成
立
・
編
者
未
詳
）
の
よ
う
な
、
平
安
時
代
か
ら
南
北
朝
ま
で
の
女
院
の
略
伝

な
ど
が
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、『
本
朝
遯
史
』（
林
読
耕
斎
、
一
六
六
四
年
、
五
十
一
人
、
小
伝
は
漢

文
体
）
や
『
扶
桑
隠
逸
伝
』（
元
政
、
一
六
六
四
年
、
七
十
五
人
、
賛
・
肖
像
付
き
）
な
ど
の

よ
う
な
隠
遁
者
列
伝
、『
日
本
古
今
人
物
史
』（
一
六
六
九
年
、
古
代
か
ら
近
世
の
分
野
別
、
二

百
人
余
り
、
小
伝
は
漢
文
体
）
や
『
日
本
諸
家
人
物
誌
』（
一
七
九
二
年
、
近
世
中
期
の
人
物

の
分
野
別
、
三
百
人
余
り
）
な
ど
の
よ
う
な
人
物
事
典
的
な
も
の
、『
先
哲
叢
談
』（
原
念
斎
、

前
編
一
八
一
六
年
、
七
十
二
人
。
東
条
琴
台
、
後
編
一
八
三
〇
年
、
七
十
二
人
）
や
『
先
哲
像

伝
』（
原
徳
斎
、
一
八
四
四
年
、
二
十
人
、
肖
像
と
筆
跡
付
き
）
の
よ
う
な
儒
学
者
た
ち
の
小

伝
集
、『
前
賢
故
実
』（
菊
池
容
斎
、
一
八
三
六
〜
一
八
六
八
年
、
五
百
人
余
り
、
肖
像
付
き
、

小
伝
は
漢
文
体
）
の
よ
う
な
伝
記
集
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』（
一
八
四
三
年
）
も
、
こ
の
よ
う
な
江
戸

時
代
の
伝
記
集
の
広
が
り
の
中
に
あ
る
。
兼
好
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
肖
像
入
り

で
あ
る
こ
と
、
評
言
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
注
目
す
れ
ば
、『
扶
桑
隠
逸
伝
』『
前
賢
故
実
』
と
の

共
通
性
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
そ
の
書
名
で
あ
る
が
、「
先
進
」
は
優
れ
て
い
る
意
、「
繍
像
」
は
刺
繍
で
描
い
た
肖

像
が
原
義
で
あ
る
が
、
後
に
画
像
の
意
と
も
な
り
、
こ
こ
で
は
人
物
の
肖
像
画
付
き
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。「
雑
誌
」
は
、
種
々
雑
多
な
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
物
の
こ
と
。 

書
名
の
中

で
使
わ
れ
て
い
る
「
玉
石
」
は
、
玉
石
混
淆
の
意
が
連
想
さ
れ
る
が
、
一
般
に
人
物
伝
は
、
あ

る
分
野
で
優
れ
た
人
々
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
玉
石
混
淆
で
ま
と
め
る

と
い
う
の
も
や
や
不
審
で
は
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
先
進
繍
像
玉
石
雑
誌
』（
以
下
、『
玉
石
雑

誌
』
と
略
称
す
る
）
に
先
立
っ
て
、
滝
沢
馬
琴
の
『
燕
石
雑
志
』（
一
八
一
一
年
刊
）
と
い
う

題
名
の
書
物
が
あ
る）

2
（

。
栗
原
信
充
が
書
名
に
込
め
た
思
い
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
『
玉
石
雑

誌
』
の
自
序
の
部
分
で
、
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
最
初
に
、『
玉
石
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
人
物
を
、
各
巻
毎
に
順
に
示
そ
う
。
そ

の
際
に
、
人
物
名
は
目
録
の
人
名
表
記
で
は
な
く
通
行
の
名
前
に
よ
る
。
通
し
番
号
を
付
け
、

括
弧
の
中
に
生
没
年
や
補
足
説
明
な
ど
を
簡
略
に
添
え
た
。
記
述
の
分
量
は
、
あ
る
程
度
人
物

評
価
の
軽
重
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
各
人
物
の
記
述
の
丁
数
を
示
し
て
粗
密

の
目
安
と
し
た
。
各
巻
と
も
目
録
の
丁
数
を
除
い
て
、
本
文
の
丁
数
は
三
十
丁
前
後
で
あ
る
。

掲
載
人
数
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
一
巻
の
全
体
を
一
人
の
人
物
に
充
て
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

各
巻
と
も
、
ま
ず
肖
像
画
が
半
丁
の
ス
ペ
ー
ス
に
描
か
れ
、
背
景
は
描
か
れ
な
い
。
ち
な
み

に
、『
扶
桑
隠
逸
伝
』
の
肖
像
画
は
、
室
内
や
庵
や
戸
外
な
ど
、
場
所
を
示
す
さ
ま
ざ
ま
な
光

景
の
中
に
描
か
れ
、
構
図
自
体
が
、
そ
の
人
物
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、『
前
賢
故
実
』
で

は
、
馬
に
乗
っ
て
疾
走
し
た
り
、
弓
を
引
き
絞
る
武
者
姿
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
、
躍
動
感
に
溢

れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
が
多
い
。『
玉
石
雑
誌
』
で
は
肖
像
画
に
続
い
て
、
漢
字
平
仮
名

交
じ
り
の
和
文
体
で
伝
記
が
書
か
れ
る
。
漢
字
は
総
ル
ビ
で
あ
る
。
伝
記
の
記
述
の
途
中
に
適

宜
、
図
版
が
入
る
。
伝
記
の
末
尾
に
は
、
そ
の
人
物
に
対
す
る
栗
原
信
充
の
評
言
が
書
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。

【　

巻
第
一
（
二
名
掲
載
）　

】

①
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
〜
一
三
五
四
、
肖
像
画
は
、
出
家
前
と
出
家
後
の
二
図
、
十
五
丁

半
）

②
楠
木
正
成
（
？
〜
一
三
三
六
、
二
十
一
丁
）

　

こ
の
巻
で
は
、
一
丁
表
に
次
の
よ
う
な
自
序
が
入
っ
て
い
る
。
句
読
点
は
私
意
に
付
し
た
。

　

余
、
齠
齔
よ
り
、
文
武
聞
人
達
士
奇
伎
名
工
の
名
を
集
録
す
る
こ
と
を
好
み
、
長
ず
る
に

及
て
、
系
譜
に
就
て
、
年
歯
行
状
生
卒
を
劄
記
し
、
又
肖
像
墨
蹟
よ
り
其
遺
愛
の
器
械
を
図

写
し
、
簏
中
に
収
め
、
時
々
牀
頭
に
貼
着
し
焚
薌
し
て
其
高
風
余
韻
を
歆
羨
し
、
其
胸
襟
心

情
を
追
慕
す
る
こ
と
久
し
。
是
歳
秋
、
尚
友
堂
岡
村
生
、
川
尻
氏
を
介
し
て
、
余
家
に
来

り
、
梨
棗
に
寿
せ
ん
と
云
。
孟
子
の
所
謂
一
郷
の
善
士
の
天
下
の
善
士
を
友
と
し
て
足
ら

ず
、
古
の
人
を
尚
論
す
と
云
を
学
ば
ん
こ
と
に
は
非
ず
。
た
ゞ
小
児
輩
、
温
故
の
階
梯
と
も

な
ら
ば
幸
甚
と
云
。
柳
葊
陳
人
栗
原
信
充
誌

　

栗
原
信
充
自
身
に
よ
る
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
信
充
は
「
齠
齔
」
す
な
わ
ち
、
歯
の
抜
け
替
わ

る
年
頃
の
子
ど
も
の
頃
か
ら）

3
（

、
文
人
武
人
を
問
わ
ず
、
著
名
な
人
物
や
素
晴
ら
し
い
技
術
を
持

っ
た
名
工
の
事
跡
を
い
ろ
い
ろ
な
書
物
な
ど
か
ら
抜
き
書
き
し
て
収
集
し
、
肖
像
画
や
筆
跡
や

遺
愛
の
品
々
を
書
き
写
し
て
は
、
竹
で
編
ん
だ
背
の
高
い
「
簏ろ

く

」
と
い
う
箱
に
入
れ
、
時
々

は
、
そ
れ
ら
を
枕
辺
に
掲
げ
て
薫
き
物
を
焚
い
て
、
古
人
た
ち
の
す
ぐ
れ
た
人
格
や
技
倆
、
ま

た
古
人
た
ち
の
胸
の
内
や
心
の
内
を
慕
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
今

年
の
秋
に
、
尚
友
堂
が
我
が
家
に
や
っ
て
来
て
、
ぜ
ひ
出
版
し
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
若
い

人
た
ち
が
昔
の
こ
と
を
学
ぶ
手
引
き
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
答
え
て
、
本
書
が
出
版
の
運
び

と
な
っ
た
と
言
う
。

　

こ
の
中
で
、
と
り
わ
け
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、「
小
児
輩
、
温
故
の
階
梯
と
も
な
ら
ば
」
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の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
自
著
に
対
す
る
謙
遜
で
も
あ
ろ
う
が
、
著
者
の
栗
原

信
充
は
、
若
年
者
た
ち
へ
の
啓
蒙
的
な
出
版
物
と
し
て
の
役
割
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
の
う
え

で
、
優
れ
た
手
本
と
な
る
人
物
だ
け
で
は
な
く
、
よ
く
な
い
例
も
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
玉
石
混
交
の
中
か
ら
、
玉
と
石
を
分
別
し
な
が
ら
読
む
姿
勢
も
育
て
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、『
玉
石
雑
誌
』
の
「
玉
石
」
は
、
あ
え
て
玉
石
混
交

を
意
図
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

巻
第
一
で
ま
ず
北
畠
親
房
と
楠
木
正
成
の
二
人
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
南
朝

方
の
忠
臣
た
ち
の
事
跡
を
記
す
の
が
、『
玉
石
雑
誌
』
の
真
髄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

【　

巻
第
二
（
五
名
掲
載
）　

】

③
藤
原
藤
房
（
一
二
九
五
〜
？
、
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
、
後
に
出
家
隠
遁
。
八
丁
半
）

④ 

吉
田
定
房
（
一
二
七
四
〜
一
三
三
八
、
鎌
倉
方
や
北
朝
と
通
じ
た
が
最
後
は
吉
野
で
歿
す
。

七
丁
）

⑤
菊
池
武
時
（
一
二
九
二
〜
一
三
三
三
、
肥
後
の
豪
族
、
南
朝
方
の
有
力
武
将
。
五
丁
）

⑥
大
坪
有
成
（
？
〜
？
、
武
家
故
実
家
、
鞍
鐙
制
作
者
。
三
丁
）

⑦
頓
阿
（
一
二
八
九
〜
一
三
七
二
、
二
条
派
の
歌
人
、
和
歌
四
天
王
の
一
人
。
八
丁
）

　

巻
第
二
の
五
名
の
中
に
、
歌
人
の
頓
阿
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
③
の
藤
原

（
万
里
小
路
）
藤
房
と
④
の
吉
田
定
房
の
二
人
は
後
醍
醐
天
皇
の
寵
臣
、
⑤
と
⑥
は
出
家
後
、

そ
れ
ぞ
れ
寂
阿
、
道
禅
と
名
乗
る
。
こ
の
四
人
は
南
北
朝
時
代
の
戦
乱
の
中
で
、
存
在
感
が
大

き
い
。
そ
れ
に
対
し
て
⑦
の
頓
阿
は
、
当
時
の
歌
人
と
し
て
、
南
北
両
朝
と
交
流
が
深
く
、
二

条
派
歌
人
と
し
て
、
勅
撰
和
歌
集
の
撰
者
に
も
加
わ
る
な
ど
、
文
化
人
と
し
て
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
が
、
政
治
的
な
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
記
述
も
、
こ
こ

に
は
な
い
。
伝
記
の
末
尾
は
、
頓
阿
遺
愛
の
尺
八
の
伝
来
を
記
し
て
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

【　

巻
第
三
（
四
名
掲
載
）　

】

⑧
岡
崎
正
宗
（
？
〜
？
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
刀
工
。
十
丁
半
）

⑨
寛
耀
（
俗
姓
未
詳
、
画
僧
？
、
頓
阿
の
『
草
庵
集
』
に
贈
答
歌
あ
り
。
二
丁
）

⑩ 

藤
原
（
阿
野
）
廉
子
（
一
三
〇
一
〜
一
三
五
九
、
新
待
賢
門
院
、
後
醍
醐
天
皇
第
六
皇
子
恒

良
親
王
・
第
七
皇
子
成
良
親
王
・
第
八
皇
子
義
良
親
王
後
に
後
村
上
天
皇
の
母
。
十
五
丁
）

⑪
北
条
英
時
の
妻
赤
橋
氏
（
博
多
城
で
の
夫
自
害
の
知
ら
せ
を
受
け
、
自
ら
も
自
害
。
四
丁
）

　

女
性
が
二
人
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

⑩
の
藤
原
廉
子
は
後
醍
醐
天
皇
の
三
人
の
親
王
の

母
、
⑪
の
北
条
英
時
（
？
〜
一
三
三
三
）
は
鎮
西
探
題
。
そ
の
妻
の
実
家
は
赤
橋
家
。
二
人
の

女
性
の
立
場
は
異
な
る
が
、
激
動
の
人
生
で
あ
っ
た
。

【　

巻
第
四
（
五
名
掲
載
）　

】

⑫
土
岐
頼
兼
（
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
計
画
に
⑬
と
と
も
に
参
加
、
敗
死
。
八
丁
）

⑬
多
治
見
国
長
（
一
二
八
九
〜
一
三
二
四
、
土
岐
頼
兼
の
一
族
。
七
丁
）

⑭
中
原
章
房
（
？
〜
一
三
三
〇
、
明
法
道
の
家
柄
。
後
醍
醐
天
皇
の
決
起
を
諫
め
る
。
七
丁
）

⑮
土
岐
頼
春
の
妻
斎
藤
氏
（
五
丁
）

⑯
尊
円
（
一
二
九
八
〜
一
三
五
六
、
伏
見
天
皇
第
六
皇
子
、
能
書
家
、
青
蓮
院
流
。
六
丁
）

　

⑮
の
頼
春
の
妻
は
、
夫
か
ら
聞
い
た
謀
反
の
話
を
実
家
に
伝
え
、
倒
幕
計
画
が
露
見
し
た
。

栗
原
信
充
は
、
頼
春
夫
婦
の
言
動
を
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。「
玉
石
」
の
う
ち
の
、「
石
」
の

実
例
と
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

【　

巻
第
五
（
二
名
掲
載
）　

】

⑰ 

名
和
長
年
（
？
〜
一
三
三
六
、
伯
耆
の
豪
族
。
隠
岐
脱
出
の
後
醍
醐
天
皇
を
迎
え
る
。
二
十

一
丁
）

⑱
兼
好
（
？
〜
？
、
歌
人
、
和
歌
四
天
王
の
一
人
。『
徒
然
草
』
の
著
者
。
十
九
丁
）

　

こ
こ
に
、
兼
好
が
登
場
す
る
。
早
く
も
巻
第
二
で
登
場
し
た
頓
阿
は
、
兼
好
と
同
じ
く
、
和

歌
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
が
、
勅
撰
集
の
撰
者
に
も
な
っ
た
。
頓
阿
は
、
歌
人
と
し
て
の
経
歴

に
お
い
て
、
当
時
、
兼
好
よ
り
も
遙
か
に
大
き
な
存
在
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
兼
好
は
頓
阿
の

二
倍
以
上
の
分
量
で
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
玉
石
雑
誌
』
に
お
け
る
兼
好
に
注
目
す
る

ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

【　

巻
第
六
（
冒
頭
に
川
田
興
に
よ
る
「
玉
石
雑
志

（
マ
マ
）序

」
二
丁
あ
り
。
一
名
掲
載
。
三
十
四
丁
。　

】

⑲ 
北
条
高
時
（
一
三
〇
三
〜
一
三
三
三
、
鎌
倉
幕
府
第
十
四
代
執
権
、
新
田
義
貞
に
攻
め
ら
れ

自
害
）

　

巻
第
六
は
、
北
条
高
時
の
み
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
『
玉
石
雑
誌
』
に
は
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
北
条
高
時
は
貞
時
の
嫡
男
。
母
は
、
秋
田
城
介
義
景
の
二
男
大
宝
景
村
の

長
男
泰
宗
の
娘
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
高
時
の
母
の
曾
祖
父
が
、『
徒
然
草
』
第
百
八
十
四
段
に

登
場
す
る
秋
田
城
介
義
景
で
あ
り
、
そ
の
義
景
の
妹
が
松
下
禅
尼
で
あ
る
。
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【　

巻
第
七
（
三
名
掲
載
）　

】

⑳
円
観
（
一
二
八
一
〜
一
三
五
六
、
天
台
宗
の
僧
。
法
勝
寺
住
職
、
慧
鎮
。
十
六
丁
）

㉑
豊
原
龍
秋
（
一
二
九
一
〜
一
三
六
三
、
伶
人
。
笙
の
家
柄
。『
徒
然
草
』
に
も
登
場
。
七
丁
）

㉒
日
朗
（
一
二
四
五
〜
一
三
二
〇
、
日
蓮
宗
の
僧
。
鎌
倉
比
企
谷
に
妙
本
寺
建
立
。
十
三
丁
）

　

⑳
の
円
観
は
兼
好
と
同
時
代
の
天
台
僧
。
晩
年
は
鎌
倉
下
向
し
、
宝
戒
寺
を
創
建
し
た
。
南

北
両
朝
で
重
鎮
と
な
る
。
㉑
の
龍
秋
は
『
徒
然
草
』
第
二
百
十
九
段
に
登
場
す
る
笙
の
楽
人
。

『
玉
石
雑
誌
』
の
龍
秋
の
記
事
は
、
こ
の
段
の
記
述
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
が
、
な
ぜ
か

『
徒
然
草
』
の
書
名
は
出
し
て
い
な
い
。
内
容
は
、
横
笛
の
音
階
に
関
す
る
故
実
記
事
で
あ
る
。

横
笛
の
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
龍
秋
に
関
す
る
そ
の
他
の
記
事
は
、
康
永
四
年
の
天
龍
寺
供

養
に
参
加
し
た
こ
と
や
、
当
日
の
参
加
者
の
氏
名
を
多
数
列
挙
し
、
洞
院
実
夏
（
公
賢
の
次

男
）
の
こ
と
や
、
豊
原
家
の
楽
統
も
詳
述
す
る
。
㉒
の
日
朗
は
、
日
蓮
の
六
老
僧
の
一
人
。

【　

巻
第
八
（
巻
第
八
の
み
二
冊
。
上
は
三
十
丁
、
続
い
て
下
は
六
十
丁
ま
で　

】

㉓
足
利
尊
氏
（
一
三
〇
五
〜
一
三
五
八
、
丁
数
六
十
丁
。『
玉
石
雑
誌
』
中
、
最
も
長
い
記
述
）

　

足
利
尊
氏
一
名
の
み
を
、
上
下
二
冊
で
掲
載
す
る
。
肖
像
画
は
、
出
陣
図
・
等
持
院
・
天
龍

寺
の
三
図
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、『
玉
石
雑
誌
』
全
体
を
通
し
て
、
他
に
な
い
。

【　

巻
第
九
（
一
名
の
み
掲
載
）　

】

㉔
藤
原
為
子
（
父
は
歌
人
の
二
条
為
世
、
三
十
四
丁
）

　

為
子
所
生
の
親
王
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
悲
劇
的
な
生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
文
武
に
す
ぐ

れ
て
い
た
こ
と
を
語
り
、『
玉
石
雑
誌
』
の
最
後
の
巻
を
、
為
子
に
ま
つ
わ
る
一
巻
と
し
て
閉

じ
た
。二　

『
玉
石
雑
誌
』
に
お
け
る
兼
好
伝
の
記
述
と
『
種
生
伝
』

　

こ
こ
か
ら
は
、『
玉
石
雑
誌
』
に
お
け
る
兼
好
に
関
す
る
記
述
内
容
を
順
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
句
読
点
を
付
し
た
。
冒
頭
は
、「
兼
好
法
師
は
天
児
屋
根
命
卅
九

代
、
従
四
位
下
右
京
太
夫
卜
部
宿
彌
兼
名
の
長
子
兼
顕
の
三
男
な
り
。
兄
を
大
僧
正
慈
遍
と

云
。
南
朝
に
伺
候
し
、
神
風
和
記
三
巻
を
記
せ
り
。」
と
あ
る
。『
神
風
和
記
』
に
割
注
を
付
け

て
、「
桜
雲
記
に
、
興
国
元
年
に
撰
進
と
見
え
た
り
。」
と
書
い
て
い
る）

4
（

。
そ
れ
に
引
き
続
い

て
、「
次
は
従
五
位
上
民
部
大
輔
兼
雄
な
り
。
兼
好
、
弘
安
五
年
壬
申
の
歳
、
誕
生
あ
り
。」
と

書
き
、
生
年
に
つ
い
て
は
割
注
で
「
或
云
、
弘
安
六
年
記
癸
未
の
歳
な
り
」
と
記
す
。
家
系
と

兄
弟
と
兼
好
の
生
年
を
簡
潔
に
記
す
冒
頭
部
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
注
釈
書

で
は
多
く
の
場
合
、
冒
頭
に
卜
部
家
の
系
図
を
挙
げ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
の
粗
密
が
あ

る
。『
玉
石
雑
誌
』
は
簡
略
な
記
述
で
あ
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
系
図
を
天
児
屋
根
命
か

ら
書
い
て
い
る
こ
と
と
、
そ
こ
か
ら
数
え
て
三
十
九
代
が
、
兼
好
の
祖
父
で
あ
る
兼
名
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
兼
好
の
兄
の
大
僧
正
慈
遍
が
、
南
朝
に
仕
え
て
『
神
風
和
記
』（『
豊
葦
原
神
風

和
記
』）
三
巻
を
著
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
割
注
で
、『
神
風
和
記
』
の
こ
と
は
『
桜
雲
記
』
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
な
ど
、
南
朝
方
の
人
物
と
し
て
兼
好
の
兄
を
捉
え
て
い

る
。

　

こ
の
後
、
兼
好
に
関
す
る
記
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、『
種
生
伝
』（
一
七
一
三
年
）
を
要
約
す
る

形
で
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、『
玉
石
雑
誌
』
の
兼
好
記
事
と
『
種
生
伝
』

を
比
較
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
拙
著
『
徒
然
草
の
変
貌
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
）

所
収
の
「『
種
生
伝
』
の
翻
刻
と
研
究
」
に
よ
り
な
が
ら
、『
玉
石
雑
誌
』
が
『
種
生
伝
』
か
ら

ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
し
て
い
る
か
を
示
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
『
種
生
伝
』
は
、
篠
田
厚
敬
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
創
作
的
な
「
近
世
兼
好
伝）

5
（

」
の
一
つ
で
最

も
文
学
的
な
作
品
で
あ
る
。
主
と
し
て
『
兼
好
家
集
』
と
『
徒
然
草
』
に
よ
り
な
が
ら
、
兼
好

の
生
涯
を
誕
生
か
ら
終
焉
ま
で
、
和
文
体
で
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
、『
玉
石
雑
誌
』
で
は
、

『
種
生
伝
』
の
冒
頭
で
非
常
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
卜
部
系
図
は
、
か
な
り
簡
略
化
し
て
い

る
。
拙
著
で
は
『
種
生
伝
』
を
十
三
節
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
題
を
付
け
た
。

　
『
種
生
伝
』
の
「
①
卜
部
氏
系
図
」
に
は
、
天
御
中
主
か
ら
始
ま
る
詳
し
い
系
図
が
書
か
れ

て
い
る
が
、『
玉
石
雑
誌
』
で
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
兼
好
の
祖
父
か
ら
書
い
て
お
り
、
か

り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
を
集
大
成
し
た
『
徒
然
草
諸
抄

大
成
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
卜
部
系
図
」
で
は
、
兼
好
の
兄
で
あ
る
慈
遍
に
つ
い
て
「
大

僧
正
南
朝
詔
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、『
種
生
伝
』
で
も
「
大
僧
正
慈
遍
と
て
、
南

朝
の
御
帰
依
僧
な
り
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
玉
石
雑
誌
』
で
『
神
風
和
記
』

を
挙
げ
、
さ
ら
に
『
桜
雲
記
』
の
興
国
元
年
四
月
二
十
七
日
に
書
か
れ
て
い
る
「
慈
編

（
マ
マ
）僧

正
神

風
和
記
三
巻
ヲ
作
テ
献
ズ）

6
（

」
と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
「
、
南
朝
に
伺
候
し
て
、
神
風
和
記
三
巻

を
記
せ
り
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
他
の
『
徒
然
草
』
注
釈
書
や
「
近
世
兼
好
伝
」
よ
り
も
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
書
き
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
近
世
最
後
の
兼
好
伝
『
兼
好
法

師
伝
記
考
証
』（
野
之
口
隆
正
著
、
一
八
三
七
年）

7
（

）
は
、
冒
頭
で
「
兼
好
法
師
は
南
朝
に
心
を

よ
せ
し
当
時
の
世
捨
て
人
な
り
」
と
書
い
て
い
る
が
、
慈
遍
に
つ
い
て
は
、「
卜
部
系
図
」
を
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引
い
て
大
僧
正
と
注
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
『
玉
石
雑
誌
』
で
は
、
冒
頭
の
卜
部
系
図
と
兼
好
の
生
年
に
続
く
部
分
は
、『
種
生
伝
』
の

「
②
兼
好
の
人
と
な
り
」「
③
小
弁
と
の
恋
の
苦
悩
」
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
。
け
れ
ど

も
、「
④
萩
戸
で
の
怪
鳥
退
治
」
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。『
玉
石
雑
誌
』
の

他
の
人
物
伝
で
は
、
武
勇
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
い
の
で
、「
近
世
兼

好
伝
」
で
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
記
載
さ
れ
る
怪
鳥
退
治
の
こ
と
を
省
略
し
て
い
る
の
は
、

や
や
不
審
で
あ
る
が
、
逆
に
栗
原
信
充
は
『
種
生
伝
』
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
兼
好
の
恋

の
顛
末
を
印
象
づ
け
る
方
針
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
『
兼
好
家
集
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
兼
好
の
和
歌
を
巧
み
に

綴
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兼
好
の
生
涯
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
成
果
が

『
種
生
伝
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
『
種
生
伝
』
を
大
い
に
活
用
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、『
玉

石
雑
誌
』
に
お
け
る
兼
好
の
記
事
が
長
大
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
玉
石
雑

誌
』
の
兼
好
記
事
に
、
兼
好
の
和
歌
が
非
常
に
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
見
不
可
解
な

よ
う
だ
が
、『
種
生
伝
』
を
主
な
材
料
と
し
て
兼
好
の
伝
記
を
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、

そ
の
こ
と
も
納
得
で
き
る
。
と
は
言
え
、
兼
好
の
伝
記
で
、
宮
廷
女
房
と
の
恋
愛
の
顛
末
を
紹

介
す
る
分
量
が
多
い
の
は
、『
玉
石
雑
誌
』
全
体
の
傾
向
が
、
南
北
朝
時
代
の
公
卿
や
武
士
た

ち
の
戦
闘
的
な
激
し
い
生
き
方
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
異
色
で
あ
る
。

　
『
玉
石
雑
誌
』
は
こ
の
後
も
、『
種
生
伝
』
に
書
か
れ
て
い
る
一
連
の
記
述
に
従
っ
て
、
兼
好

の
人
生
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
種
生
伝
』
の
「
⑤
恋
の
ゆ
く
え
」「
⑥
堀
河
基
具
の

死
と
延
政
門
院
一
条
と
の
贈
答
歌
」「
⑦
恋
の
露
見
と
東
下
り
」「
⑧
小
弁
の
死
と
帰
京
」「
⑨

後
宇
多
院
崩
御
と
兼
好
の
出
家
」「
⑩
世
の
中
の
変
化
」「
⑪
木
曽
の
庵
と
諸
国
放
浪
」「
⑫
双

岡
の
無
常
所
と
徒
然
草
の
執
筆
」「
⑬
伊
賀
で
の
終
焉
」
に
い
た
る
ま
で
、
内
容
・
表
現
と
も

に
ほ
ぼ
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
書
き
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
ゆ
く
と
、『
玉
石
雑
誌
』
が
、

た
だ
た
ん
に
先
行
す
る
兼
好
伝
を
引
き
写
し
て
書
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
く
る
の

で
あ
る
が
、『
玉
石
雑
誌
』
独
自
の
記
述
も
あ
る
こ
と
が
、
次
の
よ
う
な
箇
所
か
ら
わ
か
る
。

　

す
な
わ
ち
、
鎌
倉
滞
在
に
お
け
る
比
企
谷
で
の
住
ま
い
の
考
証
、
木
曽
で
の
兼
好
旧
居
の
考

察
、
双
岡
の
麓
に
あ
る
長
泉
寺
の
兼
好
塚
と
兼
好
の
硯
な
ど
に
つ
い
て
の
考
証
で
あ
る
。
こ
の

三
点
に
つ
い
て
、
次
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

三　
『
玉
石
雑
誌
』
の
独
自
記
事

　

ま
ず
最
初
に
鎌
倉
比
企
谷
で
の
閑
居
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
種
生

伝
』
を
は
じ
め
、「
近
世
兼
好
伝
」
の
中
に
見
当
た
ら
ず
、『
玉
石
雑
誌
』
独
自
の
記
事
か
と
思

わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
場
所
の
様
子
が
図
版
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
版
１
参
照
）。『
種
生

伝
』
を
絵
画
化
し
た
作
品
と
し
て
、
東
北
大
学
図
書
館
蔵
「
兼
好
法
師
物
語
巻
」（
一
八
〇
一

年
模
写
）
と
、
金
沢
文
庫
蔵
「
兼
好
法
師
行
状
絵
巻
」（
一
八
〇
七
年
模
写
）
の
二
つ
の
絵
巻

物
が
あ
る）

8
（

。『
種
生
伝
』
に
比
企
が
谷
閑
居
の
こ
と
自
体
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
当
然
の
こ

と
で
あ
る
が
、『
玉
石
雑
誌
』
の
挿
絵
は
、
他
の
近
世
兼
好
伝
に
類
を
見
な
い
、
独
自
の
も
の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
比
企
谷
閑
居
」
と
い
う
の
は
、
栗
原
信

充
が
、
兼
好
の
和
歌
か
ら
、
そ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
場
所
を
比
企
谷
と
特
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
部
分
を
『
玉
石
雑
誌
』
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。
以
下
の
引
用
で
、
兼
好
の
和
歌
が

書
か
れ
て
い
る
部
分
ま
で
は
『
種
生
伝
』
の
「
⑦
恋
の
露
顕
と
東
下
り
」
に
も
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
「
鎌
倉
比
企
谷
妙
本
寺
の
境
内
に
」
以
下
の
文
章
が
、
実

地
踏
査
に
基
づ
く
栗
原
信
充
の
考
察
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
そ
都
の
す
ま
居
も
ま
ば
ゆ
く
な
り
て
、
東
の
か
た
へ
さ
ま
よ
ひ
け
り
。
旅
の
か
り

ね
の
宿
の
軒
よ
り
富
士
の
山
、
い
と
ち
か
く
見
ゆ
。

　

都
に
て
お
も
ひ
や
ら
れ
し
ふ
じ
の
根
を
軒
ば
の
岡
に
出
て
も
見
る
か
な

　

鎌
倉
比
企
谷
妙
本
寺
の
境
内
に
、
琴
弾
の
松
と
い
ふ
あ
り
。
そ
の
松
の
あ
る
あ
た
り
を
、

軒
ば
の
岡
と
云
よ
し
、
彼
寺
の
旧
記
に
み
ゆ
。
兼
好
の
歌
、
此
処
に
て
よ
め
る
に
は
あ
ら
ざ

る
か
。（
中
略
）
た
ゞ
し
此
琴
引
松
の
辺
に
居
た
ら
ん
に
は
、
妙
本
寺
の
二
代
日
朗
上
人
在

山
中
の
こ
と
な
る
べ
し
。（
中
略
）
余
此
事
を
聞
て
、
此
地
の
形
勝
を
問
う
に
、
富
士
の
瞻

望
ま
こ
と
に
言
語
に
絶
て
、
兼
好
の
詠
歌
実
景
を
賦
せ
り
と
な
り
。

　

今
引
用
し
た
、「
都
に
て
思
ひ
や
ら
れ
し
ふ
じ
の
根
を
」
の
歌
が
詠
ま
れ
た
場
所
を
考
察
し

て
、
比
企
谷
の
妙
本
寺
に
「
軒
ば
の
岡
」
と
い
う
名
称
が
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
は
富
士
山

が
絶
景
で
あ
る
こ
と
、
兼
好
が
詠
ん
だ
和
歌
が
ま
さ
に
実
景
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
実
地
調
査
に
よ
る
兼
好
伝
記
の
考
察
で
あ
り
、
特
筆

さ
れ
よ
う
。
こ
こ
に
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
「
日
朗
」
は
、『
玉
石
雑
誌
』
巻
七
に
登
場
す
る

日
蓮
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。

　
『
玉
石
雑
誌
』
で
は
こ
の
後
に
、「
平
貞
直
朝
臣
の
家
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
よ
め
る
、

古
郷
は
な
れ
ぬ
あ
ら
し
に
道
絶
て
旅
寝
に
か
ゝ
る
夢
の
浮
は
し
、
人
み
な
涙
お
と
し
け
り
。
そ

れ
よ
り
武
蔵
国
金
沢
と
い
ふ
処
に
籠
居
て
け
り
。」
と
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
文
章
と
和
歌

の
掲
載
は
、『
種
生
伝
』
の
「
⑦
恋
の
露
顕
と
東
下
り
」
の
後
半
部
分
に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
に
続
け
て
再
び
信
充
の
考
証
が
入
る
。
ち
な
み
に
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
「
近
世
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兼
好
伝
」
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
に
伝
記
の
記
事
の
後
に
、
著
者
に
よ
る
考
証
が
入
る
ス
タ
イ

ル
と
し
て
、『
玉
石
雑
誌
』（
天
保
十
四
年
﹇
一
八
四
三
﹈）
以
前
に
、
先
に
も
触
れ
た
、
野
之

口
隆
正
著
『
兼
好
法
師
伝
記
考
証
』
が
あ
る
。

　

さ
て
、
栗
原
信
充
は
、
平
貞
直
の
家
系
を
述
べ
る
過
程
で
平
時
房
に
触
れ
て
、
大
仏
建
立
は

建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
で
、
時
房
の
没
年
は
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
な
の
で
、
時
房
の
十

三
回
忌
追
薦
（
追
善
）
の
た
め
に
建
立
し
た
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、「
金
沢
に
て
は

称
名
寺
の
院
内
に
住
せ
し
由
云
伝
ふ
れ
ど
も
、
院
内
今
は
頽
破
し
て
、
其
跡
定
か
な
ら
ず
。
兼

好
家
集
に
、
武
蔵
国
金
沢
と
云
処
に
、
昔
住
し
家
の
い
た
う
荒
た
る
に
と
ま
り
て
月
あ
か
き

夜
、
古
郷
の
浅
茅
の
庭
の
露
の
上
に
床
は
草
葉
と
宿
る
月
か
な
、
と
よ
め
る
に
依
り
て
思
へ

ば
、
金
沢
へ
来
り
し
こ
と
、
両
度
と
見
ゆ
。」
と
も
書
い
て
い
る
。

　
『
種
生
伝
』
で
「
古
郷
の
浅
茅
の
庭
の
」
の
歌
は
、
こ
の
位
置
に
は
出
さ
ず
に
、「
⑪
木
曾
の

庵
と
諸
国
放
浪
」
の
所
に
出
て
い
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
は
栗
原
信
充
自
身
に
よ
る
伝
記
記
述

の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
信
充
が
金
沢
称
名
寺
で
の
兼
好
の
滞
在
に
つ
い

て
、
称
名
寺
が
荒
廃
し
て
お
り
、
兼
好
が
こ
こ
に
滞
在
し
た
こ
と
の
よ
す
が
と
な
る
よ
う
な
跡

は
定
か
で
な
い
と
書
い
て
い
る
の
も
、
信
充
自
身
が
称
名
寺
を
実
地
検
分
し
て
い
る
こ
と
が
、

「
今
は
頽
破
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
兼
好
の
鎌
倉
に
お
け
る
滞
在
地
に
つ
い
て
は
、
六
浦
上
行
寺
と
す
る
説
も
江
戸
時
代

に
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
、
金
沢
・
金
沢
山
称
名
寺
・
金
沢

文
庫
の
旧
址
・
六
浦
山
上
行
寺
な
ど
の
項
目
に
交
じ
っ
て
、「
兼
好
法
師
閑
居
の
旧
址
」「
甲

香
」
が
あ
る
の
が
目
に
止
ま
る
。
け
れ
ど
も
，
残
念
な
が
ら
兼
好
の
閑
居
に
つ
い
て
『
江
戸
名

所
図
会
』
に
は
、「
そ
の
地
、
い
ま
し
る
べ
か
ら
ず
」
と
あ
り
、『
玉
石
雑
誌
』
に
も
引
用
さ
れ

て
い
た
、『
兼
好
家
集
』
の
和
歌
と
詞
書
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
甲
香
」

に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
は
金
沢
の
名
産
な
り
。
兼
好
法
師
の
『
徒
然
草
』
に
」
と
い
う
書
き
出

し
で
、『
徒
然
草
』
の
甲
香
の
段
を
引
用
し
、
林
羅
山
の
『
野
槌
』
に
、「
い
ま
金
沢
に
て
尋
ぬ

れ
ば
、
ば
い
と
い
ひ
、
ま
た
、
つ
ぶ
と
も
い
ふ
」
と
あ
り
」
と
引
用
し
て
い
る
。
林
羅
山
が
武

蔵
国
金
沢
を
訪
れ
て
、
羅
山
も
兼
好
の
よ
う
に
、
土
地
の
人
に
貝
の
名
前
を
尋
ね
て
い
る
の
が

面
白
い
。
林
羅
山
は
漢
詩
集
『
丙
辰
紀
行
』（
一
六
一
六
年
）
の
中
で
、「
境
到
空
し
く
留
む
金

沢
の
名
を
」
と
詠
ん
で
い
る
の
で
、
金
沢
を
訪
れ
て
い
る）
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。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
、
兼
好
の
閑
居
に
関
す
る
栗
原
信
充
の
実
証
精
神
は
、
他
の
箇
所
で

も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
兼
好
の
木
曽
逗
留
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。『
兼
好
家
集
』

に
「
お
も
ひ
た
つ
木
曾
の
麻
衣
あ
さ
く
の
み
染
て
や
む
べ
き
袖
の
色
か
は
」
と
い
う
歌
が
あ

る
。
詞
書
に
は
「
世
を
の
が
れ
て
、
木
曾
路
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
過
ぎ
し
に
」
と
あ
る
。
こ
の
歌

は
、
詞
書
が
「
世
を
の
が
れ
て
木
曾
路
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
過
ぎ
侍
る
と
て
」
と
多
少
異
な
る

が
、『
風
雅
和
歌
集
』
雑
下
に
入
集
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
歌
と
も
う
一
首
、「
こ
ゝ
も
ま
た

浮
世
な
り
け
り
よ
そ
な
が
ら
お
も
ひ
し
ま
ゝ
の
山
ざ
と
も
が
な
」（『
兼
好
家
集
』
で
は
初
句
が

「
住
め
ば
ま
た
」）
と
い
う
兼
好
の
歌
を
使
っ
て
、『
吉
野
拾
遺
』
に
、
兼
好
が
木
曾
で
庵
を
結

ん
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
国
守
が
鷹
狩
り
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
立
ち
去
っ
て
、
諸

国
を
放
浪
し
た
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。
こ
の
兼
好
の
木
曾
滞
在
説
話
は
、
近
世
兼
好
伝
で
必

ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
と
ど
使
わ
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

信
充
は
こ
の
話
の
実
否
を
、
確
か
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
玉
石
雑
誌
』
で
兼
好
木
曾
閑

居
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

木
曾
名
所
図
会
に
、
兼
好
法
師
菴
室
の
跡
は
、
霧
原
山
の
中
に
猿
猴
屋
敷
と
称
す
る
あ

り
。
兼
好
と
猿
猴
と
音
便
通
ず
る
よ
り
、
山
中
の
物
訛
ま
り
し
を
、
今
は
ま
た
猿
屋
敷
と
呼

ぶ
と
見
ゆ
。
余
木
曾
路
を
経
徊
せ
し
こ
と
八
度
、
落
合
駅
に
至
り
て
、
霧
原
山
を
東
北
の
方

二
里
許
に
見
る
。
駅
長
に
兼
好
法
師
の
こ
と
を
問
ふ
。
む
か
し
は
落
合
よ
り
霧
原
山
に
か
ゝ

り
、
御
坂
に
い
た
る
。
即
大
井
駅
の
千
駄
林
に
出
る
道
こ
れ
也
と
云
。
其
間
に
兼
好
法
師
の

宅
地
あ
り
、
今
は
田
圃
と
な
り
て
、
む
な
し
く
兼
好
菴
の
字
を
の
こ
す
と
云
。
猿
猴
屋
敷
と

お
な
じ
き
に
や
否
を
し
ら
ず
。

　

こ
こ
で
信
充
は
、
自
分
は
木
曾
路
を
八
回
往
復
し
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
驚
く
ほ
ど
の
行

動
範
囲
で
あ
る
。
ま
た
、「
駅
長
に
兼
好
法
師
の
こ
と
を
問
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
実
際
に
現

地
で
、
自
分
の
疑
問
を
土
地
の
人
に
質
問
し
て
い
る
点
も
、
注
目
さ
れ
る
。

　

さ
て
、『
玉
石
雑
誌
』
の
兼
好
伝
の
大
詰
め
も
や
は
り
、『
種
生
伝
』
の
最
終
部
で
あ
る
「
⑫

双
岡
の
無
常
所
と
徒
然
草
の
執
筆
」「
⑬
伊
賀
で
の
終
焉
」
に
拠
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、「
近

世
兼
好
伝
」
の
記
述
で
は
、『
園
太
暦
』
所
載
と
さ
れ
て
江
戸
時
代
に
流
布
し
て
い
た
、
兼
好

が
晩
年
を
伊
賀
で
過
ご
し
、
伊
賀
で
歿
し
た
と
い
う
説
を
書
く
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の

際
に
、『
兼
好
家
集
』
の
「
契
を
く
は
な
と
な
ら
び
の
な
ら
び
の
岡
の
へ
に
あ
は
れ
い
く
代
の

春
を
す
ぐ
さ
む
」
と
い
う
歌
の
詞
書
が
「
な
ら
び
の
岡
に
無
常
所
ま
う
け
て
か
た
は
ら
に
桜
を

う
へ
さ
す
と
て
」
と
あ
る
の
で
、
兼
好
の
墓
所
は
双
岡
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、

『
園
太
暦
』
に
あ
る
伊
賀
終
焉
説
と
、
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
付
け
る
か
が
、
ハ
ー
ド
ル
と

な
っ
て
い
る
。

　
『
種
生
伝
』
で
は
、
木
曾
在
住
と
そ
こ
か
ら
の
退
去
に
続
く
諸
国
放
浪
の
中
に
、「
ゆ
き
ゆ
き

て
む
さ
し
の
金
沢
に
い
た
り
ぬ
。
む
か
し
住
み
け
る
家
の
、
い
た
う
あ
れ
た
る
に
と
ま
り
て
、

月
あ
か
き
夜
、
／
古
さ
と
の
あ
さ
じ
の
庭
の
露
の
上
に
と
こ
は
草
葉
と
や
ど
る
月
か
な
」
を
入

れ
、
そ
の
次
に
、
鹿
島
神
宮
参
詣
歌
の
「
春
日
の
の
露
に
ぞ
う
つ
る
東
路
の
道
の
果
て
よ
り
出
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し
月
影
」
を
配
置
し
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
西
海
ま
で
さ
す
ら
っ
た
こ
と
を
書
き
、
そ
の
締
め
括

り
に
「
世
の
中
を
わ
た
り
く
ら
べ
て
今
ぞ
し
る
あ
は
の
な
る
と
は
波
風
も
な
し
」
を
置
い
て
い

る
。
こ
の
歌
は
、
林
羅
山
が
著
し
た
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
『
野
槌
』
で
、
あ
る
人
か
ら
兼
好

の
歌
と
し
て
聞
い
た
と
い
う
断
り
書
き
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
教
訓
的
な
和
歌
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
、
兼
好
の
和
歌
と
し
て
流
布
し
て
、
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。『
徒
然
草

絵
抄
』
の
冒
頭
で
も
、
草
庵
で
閑
居
す
る
僧
体
の
兼
好
像
に
添
え
ら
れ
て
い
る
歌
で
あ
る
（
図

版
２
参
照
）。
け
れ
ど
も
、
栗
原
信
充
は
、
多
く
を
『
種
生
伝
』
に
よ
っ
て
い
る
に
も
か
わ
ら

ず
、
こ
の
歌
は
兼
好
の
伝
記
の
中
で
触
れ
て
い
な
い
。

　
『
玉
石
雑
誌
』
で
は
、
鹿
島
神
宮
で
詠
ん
だ
歌
の
後
は
、「
そ
れ
よ
り
ま
た
、
都
路
に
赴
き
後

に
、
西
の
海
の
果
迄
見
巡
り
、
都
に
帰
り
、
仁
和
寺
の
辺
な
ら
び
の
岡
と
云
処
に
、
無
常
処
ま

う
け
て
か
た
は
ら
に
桜
を
植
て
、
／
ち
ぎ
り
お
く
花
と
な
ら
び
の
岡
の
へ
に
あ
は
れ
い
く
よ
の

春
を
す
ぐ
さ
ん
」
の
歌
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、
信
充
は
「
今
木
辻
の
長
泉
寺
に
兼

好
塚
あ
り
。
山
城
名
勝
志
に
、
も
と
二
の
岡
の
西
に
あ
り
し
を
、
近
世
岡
の
東
長
泉
寺
に
移
す

と
云
へ
ば
、
寿
志
を
そ
の
ま
ま
に
引
移
せ
し
に
や
と
思
は
る
れ
ど
、
そ
の
塔
を
見
れ
ば
古
き
も

の
と
も
見
え
ず
」
と
書
い
て
い
る
。
信
充
が
「
双
岡
の
長
泉
寺
」
で
は
な
く
、「
木
辻
の
長
泉

寺
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
の
が
珍
し
い
。「
二
の
岡
」
と
い
う
の
は
、
双
岡
は
三
つ
の

岡
の
集
合
体
で
あ
り
、
東
側
か
ら
順
に
、
一
の
岡
、
二
の
岡
、
三
の
岡
と
呼
ば
れ
る
。『
山
城

名
勝
志
』
に
は
「
兼
好
塚
」
つ
ま
り
、
兼
好
の
墓
所
を
示
す
石
塔
は
、
も
と
も
と
西
の
岡
の
西

側
に
あ
っ
た
の
だ
が
そ
れ
を
、
二
の
岡
の
東
に
あ
る
長
泉
寺
に
移
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
記
事

が
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
信
充
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、「
寿
志
」、
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
は
『
兼
好
家
集
』
の
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
、「
な
ら
び
の
岡
に
無
常
所
ま
う
け
て
か
た

は
ら
に
桜
を
う
へ
さ
す
と
て
」
と
い
う
兼
好
の
生
前
の
遺
志
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
な
ら
ば
こ
そ
、「
寿
志
を
そ
の
ま
ま
に
引
移
せ
し
に
や
と
思
は
る
れ
ど
」
と
い
う
言
葉
も

出
て
く
る
わ
け
で
、
信
充
は
、
長
泉
寺
の
兼
好
の
石
塔
を
実
見
し
、「
そ
の
塔
を
見
れ
ば
古
き

も
の
と
も
見
え
ず
」
と
い
う
感
想
を
書
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
も
信
充
は
、「
軒
端
の
岡
」
か
ら
の
富
士
山
の
眺
望
を
詠
ん
だ
兼
好
の
歌
を
、
比
企

が
谷
と
推
測
し
特
定
し
た
よ
う
に
、
木
曾
の
兼
好
旧
跡
を
実
地
探
訪
し
て
、
地
元
の
人
か
ら
話

を
聞
い
た
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
。
長
泉
寺
に
あ
る
「
兼
好
の
石
塔
」
は
、
実
見
か
ら
、
後

世
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
信
充
の
長
泉
寺
調
査
は
、
兼

好
に
関
す
る
二
つ
の
資
料
を
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
義
あ
る
調
査
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
京
都
の
長
泉
寺
蔵
と
し
て
、『
玉
石
雑
誌
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て

触
れ
た
い
。
図
版
は
、
架
蔵
の
『
玉
石
雑
誌
』
か
ら
の
複
写
で
あ
る
。

　
『
徒
然
草
』
は
江
戸
時
代
に
人
気
の
高
か
っ
た
古
典
で
あ
る
の
で
、
そ
の
著
者
で
あ
る
兼
好

の
肖
像
画
も
多
い）
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。
た
だ
し
、
こ
の
長
泉
寺
蔵
の
兼
好
像
は
、
他
の
肖
像
画
と
比
べ
て
、
兼
好

で
あ
る
こ
と
を
特
定
す
る
付
属
品
、
す
な
わ
ち
美
術
用
語
で
言
う
所
の
「
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
」

に
欠
け
て
い
る
の
が
難
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
兼
好
の
肖
像
画
は
、「
読
書
図
」
ま
た
は

「
執
筆
図
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
が
兼
好
で
あ
る
と
わ
か
る
の
で
あ
る
。

読
書
姿
な
ら
ば
、「
一ひ

と
り人

、
燈と

も
し
び火

の
下も

と

に
文
を
広
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ

な
う
慰
む
業わ

ざ

な
る
」
と
い
う
、『
徒
然
草
』
第
十
三
段
を
描
い
て
お
り
、
描
か
れ
た
人
物
は
取

り
も
直
さ
ず
兼
好
そ
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
執
筆
姿
な
ら
ば
「
徒
然
な
る
ま
ま

に
、
日
暮
ら
し
、
硯
に
向
か
ひ
て
」
と
い
う
、『
徒
然
草
』
の
序
段
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
兼
好
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
は
、
書
物
、
燈
火
、
机
、
紙
、
筆
、
硯
な
ど
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
玉
石
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
双
岡
長
泉
寺
蔵
「
兼
好
法
師
寿
像
」（
寿

像
は
、
生
前
に
作
っ
て
お
く
像
）
は
、
中
高
年
の
僧
侶
姿
で
表
情
は
穏
や
か
で
優
し
げ
で
あ
る

が
、
上
記
の
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
強
い
て
探
せ
ば
、
画
面
の
向
か
っ
て
左

側
に
見
え
る
の
が
、
数
冊
の
書
物
で
あ
ろ
う
か
（
図
版
３
参
照
）。

　

長
泉
寺
蔵
と
し
て
、
も
う
一
つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
兼
好
遺
愛
硯
」
で
あ
る
。
兼
好

の
硯
と
い
う
の
も
、
こ
の
『
玉
石
雑
誌
』
掲
載
図
以
外
に
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
け
れ
ど

も
、
先
ほ
ど
の
兼
好
寿
像
に
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
ま
る
で
補
う
か
の
よ
う

に
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
硯
」
の
図
が
出
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
徒
然
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら

し
、
硯
に
向
か
ひ
て
」
と
い
う
、
序
段
の
余
響
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
硯
の
模
様

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
何
の
動
物
だ
ろ
う
か
。『
徒
然
草
』
に
は
狐
の
こ
と
な
ら
ば
二
つ
の
段

に
出
て
く
る
が
、
狐
で
は
な
く
狸
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
（
図
版
４
参
照
）。

四　
『
玉
石
雑
誌
』
の
兼
好
伝
に
見
る
栗
原
信
充
の
執
筆
態
度

　
『
玉
石
雑
誌
』
に
書
か
れ
た
兼
好
伝
の
終
焉
部
分
と
、
そ
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
ま
と
め
の

記
述
か
ら
窺
わ
れ
る
、
栗
原
信
充
の
執
筆
態
度
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
兼
好
は
最
晩
年
に
京

都
か
ら
伊
賀
に
移
り
住
み
、
そ
こ
で
終
焉
を
迎
え
た
と
い
う
の
は
、『
種
生
伝
』
に
拠
っ
て
い

る
。
観
応
元
年
二
月
十
五
日
に
没
し
た
こ
と
、
そ
の
少
し
前
に
、
天
皇
か
ら
薬
を
託
さ
れ
た
和

気
清
元
が
来
訪
し
た
が
、
兼
好
は
そ
れ
を
辞
退
し
た
こ
と
、
ま
た
、
都
か
ら
二
条
殿
下
（
二
条

良
基
）
が
密
か
に
伊
賀
に
下
向
し
て
兼
好
と
語
り
合
っ
た
た
こ
と
や
、
没
後
庵
に
残
っ
て
い

た
、
教
典
や
書
物
の
こ
と
、
兼
好
に
仕
え
て
い
た
命
松
丸
が
、
後
日
、
二
条
良
基
を
訪
ね
て
、

兼
好
の
「
有あ

り

と
だ
に
人
に
し
ら
れ
ぬ
身
の
ほ
ど
や
み
そ
か
に
近
き
あ
け
ぼ
の
の
月
」
と
い
う
和

歌
を
伝
え
た
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
『
種
生
伝
』
に
よ
っ
て
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
跡
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は
、
そ
も
そ
も
は
江
戸
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
園
太
暦
』
所
載
と
い
う
創
作
的
な
兼
好
伝
記

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、『
種
生
伝
』
も
そ
れ
ら
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
記

述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
有あ

り

と
だ
に
」
の
歌
は
、『
種
生
伝
』
に
お
け
る
掲
載
歌

の
最
後
の
も
の
で
あ
る
。
栗
原
信
充
は
、
こ
こ
ま
で
兼
好
の
伝
記
を
書
い
て
き
た
う
え
で
、

「
平
安
の
篠
田
厚
敬
が
種
生
伝
を
主
と
し
、
其
他
諸
書
に
参
考
し
て
要
を
と
る
」
と
明
記
し
て

い
る
。

　

こ
の
後
に
さ
ら
に
続
く
兼
好
の
伝
記
記
事
の
最
終
部
に
は
、
栗
原
信
充
の
考
察
が
書
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
直
前
ま
で
の
兼
好
終
焉
記
事
を
承
け
て
、
北
畠
親
房
の
『
伊
賀
国
記
』
に

書
か
れ
て
い
る
当
該
記
事
を
引
用
し
て
、「
園
太
暦
と
同
じ
け
れ
ば
、
伊
賀
国
に
て
円う

寂せ

に
し

こ
と
は
正
し
き
説
な
る
べ
し
」
と
結
論
付
け
た
。
さ
ら
に
、『
徒
然
草
古
今
抄
』
に
は
、
兼
好

の
生
没
年
が
、
弘
安
五
年
、
没
年
が
観
応
元
年
四
月
八
日
、
六
十
八
歳
で
あ
り
、
高
野
山
の
西

光
院
に
今
も
位
牌
が
あ
る
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、『
徒
然
草
参
考
抄
』
の
「
叡

山
の
麓
西
教
寺
に
兼
好
の
位
牌
あ
り
と
な
ん
。
ま
た
墓
は
双
岡
に
あ
る
よ
し
な
れ
ど
、
今
は
処

の
も
の
も
し
ら
ず
と
云
。」
と
い
う
文
章
も
引
用
し
て
、
割
注
で
、「
此
抄
の
作
者
浄
福
寺
の
恵

空
和
尚
は
、
長
泉
寺
の
墓
を
し
ら
ざ
る
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
近
世
好
事
の
士
の
立
し
処
な
れ

ば
、
か
く
は
記
せ
し
な
る
べ
し
。」
と
い
う
信
充
自
身
の
考
証
を
書
い
て
い
る
。『
徒
然
草
古
今

抄
』
や
『
徒
然
草
参
考
抄
（
徒
然
草
参
考
）』
に
書
か
れ
て
い
る
記
事
に
対
し
て
、
疑
義
を
呈

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
貞
徳
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
正
徹
の
『
徹
書
記
（
正
徹
物

語
）』
を
挙
げ
て
、「
官
滝
口
に
て
あ
り
け
れ
ば
」
と
い
う
部
分
に
、
信
充
は
次
の
よ
う
な
割
注

を
付
け
て
い
る
。「
職
原
抄
に
、
滝
口
は
蔵
人
所
の
属
な
り
。
六
位
侍
の
武
勇
に
堪
た
る
輩
、

こ
れ
に
補
す
と
見
え
た
り
。」
そ
こ
か
ら
の
繫
が
り
で
、
こ
こ
ま
で
の
記
述
で
は
引
用
し
て
い

な
か
っ
た
、
兼
好
が
怪
鳥
退
治
を
し
た
武
勇
伝
を
引
用
し
て
い
る
。
思
う
に
『
種
生
伝
』
で
は

小
弁
へ
の
恋
の
場
面
に
こ
の
怪
鳥
退
治
が
出
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て
省
略

し
た
が
、
兼
好
の
官
位
の
考
証
に
か
ら
め
て
、
こ
の
武
勇
伝
を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
怪
鳥
退
治
は
「
近
世
兼
好
伝
」
で
好
ま
れ
る
話
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
有
名
な
の
は
、

『
太
平
記
』
に
出
て
く
る
兼
好
の
艶
書
代
筆
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
師
直
が
塩
冶
判
官
の
妻

に
艶
書
を
送
ろ
う
と
し
て
兼
好
に
代
筆
さ
せ
た
が
、
そ
の
手
紙
は
見
向
き
も
さ
れ
ず
、
失
敗
に

終
わ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
信
充
は
こ
の
話
に
対
す
る
『
本
朝
遯
史
』
や
『
扶
桑
隠
逸
伝
』

の
兼
好
評
を
引
用
し
つ
つ
も
、
こ
の
頃
兼
好
は
伊
賀
の
国
見
山
の
麓
に
庵
を
結
ん
で
い
た
の

で
、『
太
平
記
』
の
記
事
は
「
大
に
疑
う
べ
し
」
と
書
い
て
い
る
。
年
代
が
合
わ
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
当
時
信
じ
ら
れ
て
い
た
兼
好
伝
記
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
、
あ
る
意
味
で
合
理
的
な

考
証
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
信
充
は
、
他
の
「
近
世
兼
好
伝
」
に
見
ら
れ
な
い
解
釈
と
し
て
、

『
鎌
倉
成
氏
年
中
行
事
』
に
、
正
月
九
日
が
初
子
日
に
当
た
る
時
は
、「
見
好
法
師
」
と
い
う
法

師
が
家
々
に
祝
言
を
言
い
に
来
る
と
い
う
風
習
を
紹
介
し
て
、「
根
松
」
と
「
寝
待
」
を
通
わ

し
て
、
兼
好
が
艶
書
を
代
筆
し
た
話
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
念

を
押
し
て
、
割
注
も
付
け
て
、
そ
こ
で
は
『
太
平
記
』
の
二
十
一
巻
に
は
「
兼
好
と
云
る
能
書

の
遁
世
者
と
あ
り
て
、
吉
田
と
も
卜
部
と
も
な
け
れ
ば
、
初
子
の
見
好
と
見
て
も
殊
な
る
難
な

し
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
。
栗
原
信
充
は
、
自
分
の
こ
の
新
説
に
か
な
り
自
信
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
兼
好
伝
記
に
お
け
る
諸
説
は
、
生
没
年
や
京
都
双
岡
の
墓
所
と
伊
賀
国
の
国

見
山
の
麓
の
庵
の
こ
と
、
さ
ら
に
『
太
平
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
兼
好
の
艶
書
代
筆
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
論
点
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
ど
の
説
を
採
る
か
と
言
う
の
が
栗
原
信
充
の
考
え

所
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
時
、
お
そ
ら
く
信
充
は
『
種
生
伝
』
に
書
か
れ
て
い
る
兼
好
の
伝
記

に
も
っ
と
も
共
感
し
て
、『
種
生
伝
』
を
主
要
な
依
拠
資
料
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
種
生
伝
』

は
『
兼
好
家
集
』
を
大
い
に
活
用
し
て
、
兼
好
の
生
涯
を
一
編
の
物
語
と
し
て
描
い
て
い
る
の

で
、
信
充
の
よ
う
な
歴
史
上
の
出
来
事
や
人
物
に
造
詣
が
深
い
有
職
故
実
家
が
、
依
拠
資
料
と

し
て
い
る
の
は
、
や
や
意
外
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
信
充
と
し
て
は
割
注
や
考
証
に

よ
っ
て
十
分
に
自
分
の
考
え
を
披
瀝
し
て
い
る
し
、
ま
た
他
の
兼
好
伝
作
者
と
比
べ
る
と
、
兼

好
ゆ
か
り
の
場
所
を
実
見
し
、
土
地
の
人
々
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
地
元
資
料
を
提
供
し
て
も

ら
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
、
信
充
の
態
度
と
し
て
特
筆
し
た
い
。

　

さ
て
、
艶
書
代
筆
に
対
す
る
自
分
の
見
解
を
述
べ
た
こ
と
に
続
い
て
、『
徒
然
草
』
の
執
筆

場
所
に
も
触
れ
て
い
る
。
古
く
は
『
徒
然
草
』
が
上
下
二
巻
で
伝
来
し
て
い
た
こ
と
と
結
び
あ

わ
せ
て
、
江
戸
時
代
の
兼
好
伝
で
は
、『
徒
然
草
』
の
前
半
部
で
あ
る
上
巻
を
双
岡
の
庵
室
で

書
き
、
後
半
の
下
巻
を
伊
賀
の
庵
室
で
書
い
た
と
す
る
。『
玉
石
雑
誌
』
も
こ
の
説
を
採
っ
て

い
る
の
は
、
他
の
兼
好
伝
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
書
く
に
あ
た
り
、「
土
肥
経
平
の

説
の
如
く
」
と
述
べ
て
、
こ
こ
で
土
肥
経
平
の
名
前
を
出
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

と
い
う
の
も
、
栗
原
信
充
（
一
七
九
四
〜
一
八
七
〇
）
か
ら
見
て
、
九
十
年
前
の
有
職
故
実

家
・
土
肥
経
平
（
一
七
〇
四
〜
一
七
八
二
）
が
『
春
湊
浪
話
』（
安
永
四
年
〈
一
七
七
五
〉
自

跋
）
で
述
べ
て
い
る
「
兼
好
南
朝
忠
臣
説
」
の
こ
と
は
、『
玉
石
雑
誌
』（
一
八
四
三
年
刊
）
の

中
で
触
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
野
之
口
隆
正
の
『
兼
好
法
師
伝
記
考
証
』

（
一
八
三
七
年
刊
）
で
は
、
土
肥
経
平
の
「
兼
好
南
朝
忠
臣
説
」
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
て
い

る
。

　

時
代
は
幕
末
に
近
づ
き
、
尊
皇
攘
夷
の
思
潮
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
信
充
が
後
醍
醐
天
皇
と
そ
の
忠
臣
た
ち
の
人
物
像

や
戦
の
勝
敗
を
詳
し
く
書
い
て
い
る
こ
の
『
玉
石
雑
誌
』
に
、
な
ぜ
兼
好
忠
臣
説
を
前
面
に
出

さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
土
肥
経
平
の
名
前
を
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
こ
の
後
に
は
、
江
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戸
時
代
に
著
さ
れ
た
主
な
『
徒
然
草
』
注
釈
書
を
、『
寿
命
院
抄
』
か
ら
『
諸
抄
大
成
』
や
各

務
支
考
の
『
徒
然
草
の
讃
』
ま
で
、
都
合
十
六
種
類
も
列
挙
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に

は
、
寛
永
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
兼
好
法
師
家
集
』
の
構
成
方
針
を
書
い
た
、「
家
集
事
」
を

全
文
紹
介
し
て
、
さ
ら
に
和
歌
四
天
王
の
代
表
歌
を
一
首
ず
つ
挙
げ
て
締
め
括
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

兼
好
の
伝
記
記
事
の
最
後
を
『
兼
好
法
師
家
集
』
と
和
歌
四
天
王
の
和
歌
で
締
め
括
っ
た
と

こ
ろ
に
、
信
充
の
兼
好
に
対
す
る
人
物
評
が
凝
縮
し
て
い
る
。
信
充
に
と
っ
て
兼
好
は
、
南
朝

方
の
忠
臣
と
し
て
活
躍
す
る
姿
で
は
な
く
、
王
朝
的
な
悲
恋
の
主
人
公
と
し
て
、
ま
た
、
諸
国

を
放
浪
行
脚
す
る
歌
人
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
の
が
、
こ
れ
ら
の
最
終

部
分
の
記
事
で
あ
る
と
思
え
て
く
る
。
兼
好
と
頓
阿
が
粥
の
炊
き
出
し
を
し
て
困
窮
し
飢
え
た

人
々
に
振
る
舞
っ
た
と
い
う
、「
近
世
兼
好
伝
」
の
い
わ
ば
定
番
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
種
生

伝
』
に
も
出
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
話
も
信
充
は
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
信
充
は
兼
好

の
事
跡
に
か
か
わ
る
数
多
く
の
書
物
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
、
兼
好
の
足
跡
を
実
地
に
調
査

し
、
長
泉
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
兼
好
の
肖
像
画
や
遺
愛
の
硯
の
絵
も
紹
介
し
た
こ
と
が
、
江

戸
時
代
に
お
け
る
一
連
の
「
近
世
兼
好
伝
」
と
、
明
ら
か
に
一
線
を
画
し
て
い
る
。
兼
好
の
和

歌
を
綴
り
合
わ
せ
て
物
語
風
に
兼
好
の
人
生
を
描
き
出
し
た
『
種
生
伝
』
を
主
た
る
参
看
書
と

し
、
最
終
記
事
を
『
兼
好
家
集
』
と
和
歌
四
天
王
の
四
首
の
歌
で
締
め
括
っ
た
栗
原
信
充
は
、

自
分
自
身
の
兼
好
像
を
描
き
出
し
て
い
る
と
、
理
解
し
た
い
。

五　

お
わ
り
に

　
『
玉
石
雑
誌
』
に
お
け
る
兼
好
伝
の
位
相
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
最
後
に
肖
像
付
き
伝
記

集
で
あ
る
『
扶
桑
隠
逸
伝
』『
前
賢
故
実
』、
お
よ
び
近
代
の
『
徒
然
草
』
研
究
に
お
け
る
『
玉

石
雑
誌
』
の
摂
取
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

　
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
、
元
政
（
一
六
二
三
〜
一
六
六
八
）
が

ま
と
め
た
漢
文
体
の
隠
遁
列
伝
で
、
三
巻
三
冊
か
ら
な
る
。
元
政
は
京
都
の
深
草
に
庵
を
結
ん

で
隠
栖
し
て
い
た
の
で
、「
深
草
の
元
政
」「
深
草
上
人
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
学
僧
で
あ
り
、
漢

詩
人
で
あ
る
。

　

元
政
は
自
序
の
中
で
、「
始
（
も
と
）
ヨ
リ
緇
素
ヲ
論
ゼ
ズ
。
凡
ソ
逸
迹
有
ル
者
皆
ナ
之
ヲ

収
ム
。
蓋
シ
大
法
東
漸
之
土
、
高
キ
者
ハ
多
ク
僧
ト
為
ル
。
是
ノ
故
ニ
素
服
尤
モ
少
シ
ナ
リ
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
逸
迹
有
ル
者
」
す
な
わ
ち
隠
遁
し
た
人
々
は
皆
こ
の
伝
記
集
に
収

め
た
が
、
仏
法
が
伝
来
し
た
日
本
に
お
い
て
、
徳
や
志
が
高
い
人
は
多
く
は
僧
侶
と
な
る
の

で
、「
緇
素
ヲ
論
ゼ
ズ
」
つ
ま
り
、
僧
侶
と
俗
人
を
区
別
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
素
服
」
す

な
わ
ち
俗
人
は
少
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
と
言
う
。

　
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
の
序
文
で
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
末
尾
近
く
で
、「
是
ニ
於
テ

乎
又
児
童
ノ
輩
ニ
與
ヘ
テ
啼
キ
ヲ
止
ン
ト
欲
シ
テ
、
以
テ
其
ノ
図
ヲ
画
イ
テ
、
而
其
ノ
趣
ヲ
示

ス
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
図
画
を
付
け
た
の
は
、
子
ど
も
が
興
味
を
持
っ
て
読
め

る
よ
う
に
配
慮
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。『
扶
桑
隠
逸
伝
』
は
肖
像
画
が
付
い
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
た
と
え
ば
、
人
物
の
姿
だ
け
を
描
く
も
の
で
は
な
く
、
住
ま
い
で
あ
る
庵
の
様
子
や
、

室
内
の
調
度
や
庭
の
植
栽
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
周
囲
の
自
然
な
ど
の
中
に
、
人
物
を
描
い

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
画
面
を
興
味
深
く
眺
め
る
の
は
、
子
ど
も
に
限
る
わ
け
で
は
な
く
、
大

人
も
十
分
に
楽
し
め
る
し
、
一
目
で
そ
の
人
物
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
彷
彿
と
し
、
ひ
い
て
は
人
柄

を
映
し
出
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
子
ど
も
の
た
め
の
挿
絵
と
い
う
考
え
方
は
、『
玉

石
雑
誌
』
の
序
文
に
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
や
は
り
、
大
人
に
も
視
覚
的
に
訴
え
る
ね
ら
い

が
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、『
玉
石
雑
誌
』
で
は
、
肖
像
画
と
そ
の
人
物
に
か
か
わ
る
種
々
の

「
史
料
」
と
も
言
う
べ
き
図
版
を
豊
富
に
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、

特
徴
付
け
ら
れ
る
。

　
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
で
の
兼
好
画
像
は
、『
徒
然
草
』
第
十
三
段
の
「
一ひ

と
り人

、
燈と

も
し
び火

の
下も

と

に
文
を

広
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な
う
慰
む
業わ

ざ

な
る
」
を
、
そ
の
ま
ま
絵
画
化
し

た
よ
う
な
描
き
方
で
あ
る
が
、
庭
の
松
や
枝
折
り
戸
や
垣
根
も
書
か
れ
て
い
る
。
背
景
は
余
白

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
場
所
が
、
山
里
な
の
か
特
定
し
て
い
な
い
し
、
屋
根
も
吹
き
抜
け
図
法

な
の
で
、
草
庵
暮
ら
し
と
い
う
印
象
は
受
け
な
い
。
た
だ
し
兼
好
の
姿
は
墨
染
め
衣
で
あ
る

（
図
版
５
参
照
）。

　
『
玉
石
雑
誌
』
が
そ
の
多
く
を
拠
っ
て
い
た
『
種
生
伝
』
と
比
べ
て
、『
扶
桑
隠
逸
伝
』
は
そ

れ
よ
り
も
五
十
年
前
の
も
の
で
あ
る
。『
扶
桑
隠
逸
伝
』
の
記
述
自
体
は
簡
略
で
あ
る
が
、
江

戸
時
代
の
兼
好
伝
記
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
兼
好
は
卜
部
兼
顕
の
息
子
で
、
き
わ
め
て
博
覧

で
あ
り
、
和
語
を
よ
く
綴
り
、
和
歌
を
作
り
、
時
論
、
す
な
わ
ち
時
事
的
な
事
を
論
ず
る
に
際

し
て
は
、
少
し
俳
体
、
つ
ま
り
俳
味
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
兼
好
の
物
の
見
方
が
融

通
無
碍
で
あ
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
後
宇
多
天
皇
が
崩
御
さ
れ
る
と
出
家
し
て
修
学
院

に
入
り
、
後
に
横
川
で
隠
遁
し
た
こ
と
、
兼
好
は
清
貧
な
暮
ら
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、
米
と
銭

を
援
助
し
て
欲
し
い
と
言
う
和
歌
の
や
り
と
り
を
頓
阿
と
し
た
こ
と
な
ど
兼
好
の
交
友
圏
に
触

れ
、
そ
こ
か
ら
、
清
閑
寺
の
道
我
や
高
師
直
な
ど
と
は
、
皆
、
和
歌
の
友
人
で
、
師
直
か
ら
艶

書
の
代
筆
を
頼
ま
れ
た
時
も
、
拘
ら
ず
に
代
筆
し
た
の
だ
と
い
う
、
元
政
自
身
の
見
解
を
示
し

た
。
元
政
は
「
賛
」
で
、
兼
好
の
人
物
像
を
、
友
人
に
対
し
て
は
拘
泥
せ
ず
、
見
知
ら
ぬ
人
間

の
非
礼
な
態
度
に
対
し
て
は
、
凜
と
し
た
厳
し
い
態
度
を
取
っ
た
と
し
て
賞
賛
し
て
い
る
。

　
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
に
『
徒
然
草
』
に
登
場
す
る
人
物
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
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『
扶
桑
隠
逸
伝
』
下
巻
に
見
え
る
心
戒
（
第
四
十
九
段
）、
盛
親
（
第
六
十
段
）、
平
惟
継
（
第

八
十
六
段
）
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
を
人
物
史
料
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
、『
玉
石
雑
誌
』
に
も
言
え
る
。
巻
第
七
に
登
場
す
る
豊
原
龍
秋
は
「
龍
秋
、
累
世
ノ
伶

人
ト
シ
テ
鳳
管
（
原
文
に
ル
ビ
〈
し
や
う
の
ふ
ゑ
〉）
ハ
其
家
の
芸
な
れ
バ
云
に
及
バ
ず
」
と

本
文
に
あ
る
よ
う
に
、
笙
を
家
業
と
す
る
楽
家
で
あ
る
（
図
版
６
参
照
）。『
玉
石
雑
誌
』
に
は

龍
秋
が
、
花
園
・
後
醍
醐
・
光
厳
・
光
明
・
崇
光
・
後
光
厳
の
六
代
に
仕
え
、
ま
た
足
利
尊
氏

や
四
条
大
納
言
隆
資
、
洞
院
実
夏
、
ま
た
、
豊
原
家
の
人
々
や
弟
子
た
ち
な
ど
、
天
皇
や
公

卿
、
武
将
な
ど
当
時
の
主
立
っ
た
人
々
に
笙
の
大
曲
を
相
伝
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
四
条
大

納
言
隆
資
か
ら
兼
好
が
直
接
聞
い
た
、
横
笛
に
関
す
る
豊
原
龍
秋
の
考
え
が
『
徒
然
草
』
第
二

百
十
八
段
に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
を
栗
原
信
充
は
ほ
ぼ
同
文
で
、『
玉
石
雑
誌
』

に
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
部
分
が
『
徒
然
草
』
か
ら
の
引
用
と
は
明
記
し
て
い
な

い
。『
玉
石
雑
誌
』
で
豊
原
龍
秋
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
龍
秋
が
、
当
時
の
天
皇
・
公
卿
・
武

士
た
ち
に
笙
の
伝
授
を
通
し
て
幅
広
く
か
か
わ
っ
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
要
因
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
の
家
系
を
書
い
て
い
る
の
で
、
龍
秋
の
項
は
七
丁
あ

り
、
充
実
し
た
記
述
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
龍
秋
が
『
玉
石
雑
誌
』
に
登
場
す
る
の
は
、
音
楽

を
通
し
て
、
当
時
の
公
武
の
人
脈
の
広
が
り
を
見
渡
し
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
経
歴
に
も
触
れ
ら

れ
る
と
い
う
要
素
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
洞
院
実
夏
の
名
前
を
出
し

た
と
こ
ろ
で
，
実
夏
の
兄
の
実
世
は
南
朝
方
に
付
き
、
実
夏
は
北
朝
方
に
付
い
た
こ
と
を
、
割

注
で
「
信
充
私
云
〈
ひ
そ
か
に
い
ふ
〉」
と
断
っ
た
う
え
で
、「
兄
弟
相
分
れ
て
両
朝
に
拝
趨
せ

ら
る
ゝ
も
の
は
、
運
を
両
端
に
計
り
て
家
系
を
無
窮
に
繁
昌
せ
し
め
ら
る
べ
き
籌
索
と
し
ら
れ

た
り
」
と
書
い
て
い
る
。「
籌
策
」
す
な
わ
ち
「
は
か
り
ご
と
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、「
信
充

私
云
」
と
響
か
せ
れ
ば
、
洞
院
家
の
処
世
術
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
龍
秋
を
取
り
上
げ
る
と
広
が
り
の
あ
る
記
述
が
出
来
る
わ
け
で
、『
徒
然
草
』

に
龍
秋
が
出
て
く
る
の
で
、
注
目
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、『
徒
然

草
』
第
二
百
十
八
段
が
、
藤
原
隆
資
の
話
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
隆
資
が
南
朝
方
の
忠
臣

で
あ
り
、
最
後
は
戦
死
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、『
徒
然
草
』
第
二

百
十
八
段
は
音
楽
に
対
す
る
芸
道
論
が
こ
の
段
の
主
眼
で
あ
る
と
は
言
え
、
そ
の
背
後
に
動
乱

の
時
代
の
広
が
り
を
垣
間
見
る
思
い
が
す
る
。『
玉
石
雑
誌
』
を
通
し
て
、『
徒
然
草
』
の
背
後

に
、
改
め
て
歴
史
の
実
情
が
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

　
『
前
賢
故
実
』
は
、
菊
池
容
斎
が
絵
と
文
を
書
い
た
列
伝
で
あ
る
。『
前
賢
故
実
』
で
取
り
上

げ
て
い
る
松
下
禅
尼
の
伝
記
は
、『
徒
然
草
』
第
百
八
十
四
段
に
よ
っ
て
い
る
し
、
そ
こ
に
出

て
く
る
障
子
の
切
り
貼
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
禅
尼
の
肖
像
画
と
し
て
描
い
た
（
図
版
７
参
照
）。

北
条
時
頼
の
肖
像
画
は
、『
徒
然
草
』
第
二
百
十
五
段
の
味
噌
を
肴
に
酒
を
飲
ん
だ
話
の
場
面

（
図
版
８
参
照
）
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
兼
好
の
伝
記
記
事
は
簡
略
だ
が
、
兼
好
が
読
書

人
で
あ
る
こ
と
、
諸
国
を
歴
遊
し
た
後
、
京
都
で
歿
し
た
こ
と
を
書
き
、
こ
こ
に
は
『
種
生

伝
』
に
書
か
れ
、『
玉
石
雑
誌
』
に
受
け
継
が
れ
た
兼
好
の
経
歴
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
肖
像

画
は
、
灯
火
の
下
で
読
書
す
る
姿
で
あ
る
。
た
だ
し
、
頭
を
垂
れ
て
い
る
ポ
ー
ズ
は
珍
し
い
。

（
図
版
９
参
照
）

　

け
れ
ど
も
、
近
代
に
な
る
と
、
沼
波
瓊
音
の
『
徒
然
草
講
話
』（
修
文
館
、
大
正
十
三
年
初

版
、
昭
和
十
二
年
十
一
版
）
の
、
末
尾
に
置
か
れ
た
「
兼
好
法
師
」
と
い
う
解
説
文
に
は
、
兼

好
の
兄
の
慈
遍
に
つ
い
て
，「
南
朝
に
伺
候
し
た
人
で
、
興
国
元
年
に
神
風
和
記
三
巻
を
撰
進

し
た
」
と
あ
る
。『
玉
石
雑
誌
』
の
書
名
も
挙
げ
て
、「
見
好
法
師
」
と
い
う
法
師
の
存
在
の
こ

と
も
引
い
て
い
る
が
、
瓊
音
は
流
石
に
こ
の
説
に
は
同
調
し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の

『
徒
然
草
講
話
』
の
内
表
紙
に
は
、『
玉
石
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
長
泉
寺
蔵
の
「
兼
好
の

硯
」
が
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
外
側
の
表
紙
の
上
部
に
、
硯
の
模
様
に
な
っ
て
い

る
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
近
代
の
『
徒
然
草
』
研
究
に
及
ぼ
し
た
、『
玉
石
雑
誌
』
の
影
響

を
見
る
思
い
が
す
る
。

　

さ
て
、『
玉
石
雑
誌
』
に
登
場
す
る
南
北
朝
時
代
の
著
名
な
公
卿
や
武
将
た
ち
は
、
皆
一
様

に
激
し
い
時
代
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
飛
び
込
ん
で
、
生
死
を
分
か
つ
戦

闘
に
散
っ
て
い
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。『
玉
石
雑
誌
』
に
お
け
る
彼
ら
の
伝
記
に
は
、
一
族
郎

党
の
こ
と
も
書
か
れ
、
技
芸
を
持
つ
刀
工
や
楽
人
や
頓
阿
の
よ
う
な
歌
人
で
あ
っ
て
も
、
師
弟

関
係
や
子
孫
の
こ
と
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
そ
れ
ら
の
記
述
は
、
強
い
人
間
関
係
の

中
で
の
人
生
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
、
兼
好
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
ろ

う
か
。

　

ひ
と
り
兼
好
は
、
憂
き
世
の
波
に
呑
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
生
涯
を
送
っ
た
と
言
っ
て
よ

い
人
物
だ
っ
た
。

　

こ
の
現
実
の
世
の
中
と
い
う
の
は
、
兼
好
の
場
合
、
ま
さ
に
『
玉
石
雑
誌
』
の
世
界
で
あ

る
。
こ
の
現
実
を
ど
う
生
き
る
か
、
人
生
の
目
標
や
基
盤
は
何
処
に
置
い
た
ら
よ
い
の
か
。
つ

れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
み
ず
か
ら
の
心
の
中
に
浮
か
ん
で
は
消
え
消
え
て
は
浮
か
ぶ
さ
ま
ざ
ま

な
思
索
は
、
現
実
の
時
代
の
抗
争
に
は
触
れ
ず
し
て
、
し
か
も
、
時
代
の
波
間
に
埋
没
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。

注

（
１ 

）
続
編
は
山
本
勘
助
（
巻
第
一
）、
細
川
澄
元
（
巻
第
二
）、
日
置
正
次
と
藤
原
房
繁
（
巻
第
三
）、
真

田
幸
村
（
巻
第
四
、
上
下
二
冊
）、
北
条
早
雲
（
巻
第
五
）
の
六
人
の
戦
国
武
将
の
伝
記
で
あ
る
。
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続
編
も
そ
れ
ぞ
れ
に
肖
像
画
が
付
き
、
そ
の
他
に
武
具
や
旅
装
束
や
地
図
な
ど
図
版
が
豊
富
で
あ

る
。
続
編
に
は
公
卿
や
歌
人
な
ど
は
掲
載
さ
れ
ず
、
兼
好
伝
と
関
連
す
る
記
事
も
な
い
の
で
、
本
稿

で
取
り
上
げ
る
の
は
正
編
に
限
っ
た
。

（
２ 

）
山
本
北
山
に
よ
る
『
燕
石
雑
志
』
の
序
文
で
は
、「
人
の
捨
て
て
顧
み
ざ
る
所
、
我
取
り
て
珍
と
す

る
の
意
な
り
」
と
あ
る
。
北
山
は
、
他
の
人
な
ら
打
ち
捨
て
て
置
く
「
燕
石
」
の
よ
う
に
、
価
値
が

な
く
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
を
馬
琴
が
心
に
留
め
て
、
興
味
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
考
証
し
た
り
す
る

知
的
好
奇
心
を
よ
し
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
馬
琴
自
身
は
、「
概
略
」
の
末
尾

で
、「
抱

レ

玉
而
有

レ

罪
。
わ
れ
玉
を
択
ま
ず
。
独
嘉
し
て
燕
石
を
抱
く
も
の
は
罪
な
か
ら
ん
が
為

也
」
と
書
き
、「
玉
を
選
別
せ
ず
に
、
燕
石
を
愛
翫
し
て
楽
し
む
分
に
は
、
罪
に
な
ら
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。「
燕
石
」
に
謙
遜
の
意
を
籠
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
独
嘉
、
す
な
わ
ち
自
分
一

人
で
結
構
な
思
い
に
ふ
け
る
の
を
楽
し
み
と
し
て
い
る
。

（
３ 

）「
齠
齔
」
と
い
う
言
葉
は
、
余
り
見
か
け
な
い
言
葉
だ
が
、
森
鷗
外
の
漢
詩
に
使
わ
れ
て
い
る
。

鷗
外
漢
詩
「
齠
齔
」
に
つ
い
て
は
、『
鷗
外
全
集
』
第
十
九
巻
（
岩
波
書
店
）、『
鷗
外
歴
史
文
学
集
』

第
十
三
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
注
釈
・
古
田
島
洋
介
）、
小
泉
浩
一
郎
「
傍
観
者
か
ら
の

脱
出
劇　

文
学
の
新
領
域
、
鷗
外
史
伝
」（
別
冊
太
陽
『
森
鷗
外　

近
代
文
学
の
傑
人
』、
平
凡
社
、

二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
栗
原
信
充
と
森
鷗
外
に
は
直
接
の
繫
が
り
は
な
い
が
、
加
藤
雄

吉
（
一
八
七
三
〜
一
九
一
八
、
鹿
児
島
生
ま
れ
の
考
証
家
）
を
介
在
さ
せ
る
と
、
間
接
的
な
繫
が
り

が
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
加
藤
雄
吉
は
、
若
い
頃
江
戸
で
栗
原
信
充
に
師
事
し
て
、
有
職
故
実

や
軍
学
を
修
め
、
島
津
久
光
の
意
を
受
け
た
信
充
の
鹿
児
島
下
向
に
、
付
き
添
っ
た
人
物
で
あ
る
。

雄
吉
の
著
作
『
尾
花
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
栗
原
信
充
に
関
す
る
記
事
は
、
信
充
の
孫
に
も
問
い

合
わ
せ
る
な
ど
、
行
き
届
い
た
記
述
で
あ
る
。
加
藤
雄
吉
の
名
前
は
、『
薩
州
名
家
伝
』
の
著
者
と

し
て
、
鷗
外
の
史
伝
『
北
条
霞
亭
』（
一
九
二
一
年
）
に
出
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
日
露
戦
争
に
出

征
し
た
鷗
外
と
雄
吉
の
間
で
和
歌
の
贈
答
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
加
藤
雄
吉
か
ら
、
余
命
幾
ば
く
も

な
い
と
い
う
手
紙
を
受
け
取
っ
た
鷗
外
が
、
痛
切
な
驚
き
と
励
ま
し
を
記
し
た
漢
詩
が
あ
る
。
こ
の

鷗
外
の
漢
詩
は
、
同
じ
著
述
家
と
し
て
、
雄
吉
に
対
す
る
真
情
が
迸
り
、
人
間
鷗
外
の
情
感
が
強
く

深
く
感
じ
ら
れ
る
。

（
４ 

）『
桜
雲
記
』
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
即
位
か
ら
後
南
朝
の
滅
亡
ま
で
を
、
編
年
体
で
記
し
た
歴
史
書
。

著
者
は
未
詳
だ
が
、
浅
羽
盛
儀
（
江
戸
幕
府
の
書
物
奉
行
）
と
す
る
説
も
あ
る
。
成
立
は
十
七
世
紀

半
ば
頃
か
。
以
上
は
、
安
井
久
善
編
『
浪
合
記
・
桜
雲
記
』（
古
典
文
庫
、
第
四
八
二
冊
、
解
説
・

安
井
久
善
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
５ 

）
江
戸
時
代
に
木
版
印
刷
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
中
で
も

『
徒
然
草
』
の
人
気
が
高
ま
り
、『
徒
然
草
』
の
原
文
の
出
版
だ
け
で
な
く
、
注
釈
書
も
次
々
に
刊
行

さ
れ
た
。
各
種
の
注
釈
書
を
集
大
成
し
た
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』（
一
六
八
八
年
）
が
出
版
さ
れ
た

頃
か
ら
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
、『
徒
然
草
』
の
著
者
で
あ
る
兼
好
の
伝
記
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な

る
。
兼
好
の
伝
記
と
言
っ
て
も
、
兼
好
に
関
す
る
史
実
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
代

の
眼
か
ら
見
れ
ば
創
作
的
な
伝
記
で
あ
る
。
わ
た
し
は
そ
れ
ら
を
「
近
世
兼
好
伝
」
と
総
称
し
て
い

る
。

（
６ 

）
引
用
は
、
注
４
書
に
よ
る
。

（
７ 

）
拙
著
『
徒
然
草
の
変
貌
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
の
「『
兼
好
法
師
伝
記
考
証
』
概

説
」
で
、
こ
の
著
作
の
特
徴
を
述
べ
た
。

（
８ 

）
注
７
書
「
兼
好
伝
説
と
そ
の
展
開
」
参
照
。
金
沢
文
庫
蔵
の
絵
巻
は
、
特
別
展
図
録
『
兼
好
と
徒

然
草
』（
編
集
・
発
行
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
九
四
年
）
に
、
全
巻
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。

（
９ 

）『
新
訂
江
戸
名
所
図
絵
』
巻
之
二
（
市
古
夏
生
・
鈴
木
健
一
校
訂
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九

六
年
）
参
照
。

（
10 

）
拙
著
『
兼
好
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
の
第
三
章

「
１　

兼
好
の
肖
像
画
」
参
照
。

 

（
二
〇
一
九
年
十
月
三
十
日
受
理
）
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（
図
版
１
）　
『
玉
石
雑
誌
』
よ
り
（
架
蔵
）

（
図
版
２
）　
『
徒
然
草
絵
抄
』
よ
り
（
架
蔵
）

（
図
版
４
）　
『
玉
石
雑
誌
』
よ
り
（
架
蔵
）

（
図
版
３
）　
『
玉
石
雑
誌
』
よ
り
（
架
蔵
）
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『先進繍像玉石雑誌』の研究─兼好伝の位相を中心に─

（
図
版
５
）　
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
よ
り
（
架
蔵
）

（
図
版
６
）　
『
玉
石
雑
誌
』
よ
り
（
架
蔵
）

（
図
版
７
）　
『
前
賢
故
実
』
よ
り
（
架
蔵
）

（
図
版
８
）　
『
前
賢
故
実
』
よ
り
（
架
蔵
）

（
図
版
９
）　
『
前
賢
故
実
』
よ
り
（
架
蔵
）
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A Study of Senshin Shuzo Gyokuseki Zassi
─discussed around its biographical references to Kenko─

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　Senshin Shuzo Gyokuseki Zassi （先進繍像玉石雑誌） is a book of biographies and portraits published in 1843. 
Its author, Kurihara Nobumitsu （栗原信充, 1794-1870）, was a scholar of the later Edo era, who had a thorough 
knowledge of ceremonial and ritual customs of the imperial court and Samurai families.
　The main part of this book consists of nine volumes which take up twenty four persons from Kitabatake Chikafusa 

（北畠親房） to Fujiwarano Tameko （藤原為子） as their subjects. It contains not only portraits of each person but 
also abundant pictures representing their favorite domestic articles, strips and square pieces of fancy paper, places 
related with them, battles they fought etc..
　Most of the persons dealt there are noblemen and warriors who directly participated in the violent political change 
in the Nanboku-cho （南北朝） period. This dissertation focuses on the fact that we find Kenko （兼好）, the author of 
Tsurezuregusa （徒然草）, among them. We approach this problem from these two view-points.
　Firstly, why are no less pages devoted to Kenko, a literary man who never played a remarkable part in the political 
scenes, than to the other eminent historical figures?
　Secondly, we find portraits and brief life stories of Kenko in other books of similar style published in Edo era；
for example, Fusou In’itsuden （扶桑隠逸伝） and Zenken Kojitsu （前賢故実）. If we compare Kurihara Nobumitsu’s 
evaluation and portrayal of Kenko with those of other books, what characteristics can be pointed out in the former?
　We observe that Kurihara Nobumitsu used as well as epitomized imaginary life stories of Kenko written in the Edo 
era；and that Kurihara Nobumitsu’s evaluation of Kenko had influences on those of the people of Meiji and Taisho 
periods.
　Hitherto some studies of Tsurezuregusa and Kenko have mentioned Senshin Shuzo Gyokuseki Zassi as a source 
of pictures but none has minutely examined its biographical references to Kenko. To do that is the particular feature 
of this dissertation.
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